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周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影響の解明(平成24年度)

ー渓流魚における天然餌料からの放射性Cs移行状況調査一 横塚哲也・小堀功男

目的

原発事故により拡散した放射性セシウム (Cs)は東日

本の広範囲に降下・沈着し 1)県内河川湖沼に生息する魚

類から放射性 Csが検出された。魚類における放射性 Cs

汚染低減策の確立が急務とされているが，そのためには放

射性Csの移行経路および汚染源の解明が必要である。本

研究では渓流魚を対象にその餌料となる水生見虫の放射

性 Cs汚染状況を調査した。

材料および方法

調査対象 那珂川水系箸川および野沢川において採捕

した水生見虫幼虫(カゲロウ目，トビケラ目)を対象とし

た。

調査方法 2012年5月23日， 6月 15日， 7月25日， 12 

月27日に電気ショッカーおよびたも網を用いて水生昆虫

を採捕した。採捕した水生見虫は目ごとに分類し，放射性

Cs濃度測定に供した。

放射性Cs濃度測定 「緊急時におけるガンマ線スベク

トロメトリーのための試料前処理法J2)に基づき，水生昆

虫を細切して測定試料とした。前処理後の測定試料は U8

容器を用いて，ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線

スベクトロメトリーにより試料の放射性Cs濃度を測定し

た。 3)

結果および考察

カゲロウの放射性 Cs濃度図 1に水生昆虫における放

射性Cs濃度を示す。カゲロウの放射性Cs濃度は，採捕日

により大きく異なっており，河川や採捕時期との関係性は

認められなかった。採捕されたカゲロウは河川|や採捕時期

によって優占種が異なっており，それらが放射性Cs濃度

に影響している可能性が考えられた。

トピケラの放射性Cs濃度 トビケラの放射性Cs濃度は，

箸川に比べて野沢川の方が高かった。また，野沢)11トピケ

ラの放射性Cs濃度は 5月から 7月にかけて上昇した。採

捕されたトピケラは 5 月 ~7 月にかけて顕著に成長してい

たため，落葉等の活発な摂餌に伴い放射性Cs濃度が上昇

したのではないかと考えられた。その後，羽化・産卵期を

経て， 12月に採捕された次世代のトピケラでは体サイズ

が小さく，放射性Cs濃度が低下していた。

今後の課題渓流魚への放射性Csの移行経路を解明す

るためには，餌生物における汚染状況把握だけでなく，安

定同位体比を用いた食物網解析等が必要であり，現在(独)

水産総合研究センター等と連携し，上記課題解決に向けた

調査研究を実施している。
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図1水生昆虫における放射性Cs濃度

参考文献

1) 文部科学省.放射線モニタリング情報.

h句://radioactivity.nsr.go.jp/ja/contents/5000/4930/24/130

5819_0727.pdf (2011年7月時点). 

2) 文部科学省.放射能測定シリーズ24:緊急時におけ

るガンマ線スベクトロメトリーのための試料前処理

法(財)日本分析センター，千葉. 1992. 

3) 文部科学省.放射能測定シリーズ7:ゲ、ルマニウム半

導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー(財)

日本分析センター，千葉. 1992. 

(水産技術室)



周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明一渓流魚における天然餌料からの放射性

セシウム移行調査一 (p25)

渓流魚の放射性Cs汚染の原因を探るために，餌

となる水生昆虫の放射性 Cs濃度を調査しました。

カゲロウの放射性 Cs濃度は河川や時期によって

大きく異なり，カゲロウの種類によって放射性Cs

濃度が異なる可能性が考えられました。 トビケラ

の放射性 Cs濃度は春から夏の羽化時期にかけて

上昇しましたが，世代交代後には低下しました。

今後も渓流魚の放射性 Cs汚染の実態を解明する

ために，他の研究機関と連携して調査を継続して

いきます。

内閣府「平成24年度科学技術戦略推進費一高濃度

に放射性セシウムで汚染された魚類の汚染源・汚

染経路の解明のための緊急調査研究一」一中禅寺

湖周辺における魚類の年級別汚染状況の把握一

(p26) 

中禅寺湖周辺水域に生息する魚類の放射性 Cs

汚染状況を把握するために，魚類の年齢と放射性

Cs濃度の関係を調査しました。河川の魚類では高

齢魚ほど放射性 Cs濃度が高いことが確認されま

した。また，河川に養殖魚を標識放流したところ，

放射性 Cs濃度は上昇しませんでした。一方で、中

禅寺湖の魚類では年齢と放射性 Cs濃度に関係性

は見られませんでした。水の交換が早い河川域で

は，今後汚染の影響は小さくなると推測されまし

たが，水の交換が遅い中禅寺湖では魚類の放射性

Cs濃度が維持されており，現在も汚染が継続して

いると考えられました。
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